
 

 

中 山 間 地 域 に お け る 農 業 後 継 者 不 足 克 服 の た め に  

―所得拡大を中心に―  
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【 目 的 】  

 日 本 の 農 業 は 農 家 人 口 ・ 農 家 戸 数 の 減 少 、 高 齢 化 、 後 継 者 不 足 な ど の 多 く の 問 題 を 抱 え

て い る 。 と り わ け 中 山 間 地 域 で は そ の 傾 向 が 強 く 、 そ の 中 で も 中 国 地 方 の 中 山 間 地 域 は 深

刻 な 状 況 で あ り 、 特 に 後 継 者 不 足 は 深 刻 な 問 題 と な っ て い る 。 後 継 者 不 足 の 原 因 は い く つ

か あ る が 、 「 他 産 業 並 み の 所 得 」 が 得 ら れ て い な い こ と が 最 も 重 要 な 問 題 だ と 考 え る 。 そ

こ で 本 論 文 で は 、 中 国 地 方 の 中 山 間 地 域 に あ る 桃 生 産 農 家 を 対 象 に し 、 桃 生 産 に お い て 年

間 1,0 0 0 万 円 以 上 の 農 業 所 得 が 得 ら れ る 農 業 経 営 の 実 現 を 考 え 、 今 後 の 中 山 間 地 域 に お け

る 担 い 手 確 保 の 可 能 性 に つ い て 考 察 す る 。  

【 方 法 】  

 関 連 文 献 ・ 各 統 計 資 料 を 収 集 し 、 中 山 間 地 域 農 業 ・ 農 業 後 継 者 の 現 状 を 明 ら か に し た 上

で 、 農 業 改 良 普 及 所 等 の 資 料 と 農 家 調 査 を 基 に 農 業 所 得 1,0 0 0 万 円 を 得 る 経 営 が 可 能 で あ

る か 経 営 計 画 を 作 成 し て 分 析 し た 。  

【 結 果 】  

 桃 農 家 の 現 状 は 厳 し い 状 況 に あ っ た 。 事 例 に 挙 げ た Ａ 農 家 の 経 営 収 支 で は 、 １ 戸 当 た り

の 農 業 所 得 は 320 万 円 し か な く 、所 得 率 も 36％ と 生 産 効 率 が 高 い と は い え な い 。こ の よ う

な 状 況 で は 、 意 欲 的 に 桃 生 産 を 継 ぐ 農 業 後 継 者 は 現 れ ず 、 も し 後 継 者 が 確 保 で き た と し て

も 経 営 が 成 り 立 た な い と 考 え ら れ る 。  

  そ こ で 、 桃 農 家 が 農 業 所 得 1,0 0 0 万 円 を 得 る 経 営 計 画 を 作 成 し た 。 そ の 結 果 、 栽 培 面 積

260 a、 粗 収 入 2,9 0 0 万 円 、 経 営 費 1,9 0 0 万 円 と な り 、 農 業 所 得 1,0 2 0 万 円 が 得 ら れ 、 目 標

農 業 所 得 1,0 0 0 万 円 を 確 保 す る こ と が 可 能 で あ る と わ か っ た 。 し か し 、 経 営 計 画 作 成 に 当

た り 流 動 条 件 と し て 考 え た 経 営 耕 地 面 積・雇 用 労 働 力 に は 、共 に 問 題 点 が あ っ た 。そ こ で 、

こ れ ら の 問 題 点 を 解 決 す る た め に 「 雇 用 労 働 力 の 確 保 は 、 農 繁 期 の 違 う 農 家 と 共 同 で 雇 用

労 働 力 を 雇 う 」 「 経 営 耕 地 面 積 を 確 保 す る た め に 、 行 政 に よ る 農 業 生 産 基 盤 整 備 の 支 援 を

行 う 」 「 外 延 的 規 模 拡 大 だ け で な く 、 高 単 価 ・ 高 収 量 の 品 種 の 開 発 、 大 幅 な コ ス ト 削 減 、

農 閑 期 の 間 作 等 に よ る 内 包 的 規 模 拡 大 を 取 り 入 れ る 」 と い う ３ 条 件 が 新 た に 必 要 だ と 考 え

る 。  

以 上 の 条 件 を 実 現 す る こ と に よ り 、 1,0 0 0 万 円 の 目 標 農 業 所 得 を 確 保 す る こ と が で き 、

農 業 後 継 者 の 所 得 問 題 が 解 決 で き た と 考 え ら れ る 。そ の 結 果 、農 業 後 継 者 は 増 加 し て い き 、

中 山 間 地 域 農 業 の 担 い 手 は 確 保 す る こ と が で き る と 結 論 付 け る 。  
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